令和7年（2025年）10月30日

　　　　　　　　　　　　　　　　
本校の全国学力・学習状況調査の結果概要について
　豊中市立第四中学校
４月１７日に３年生を対象に行われた、“全国学力・学習状況調査”の結果が返ってきましたので、個人票を返却するとともに、学校全体の結果について、概要をお知らせいたします。
なお、全国学力・学習状況調査の結果は、あくまでも学力や学習状況の一部であり、生徒の学力や学校の教育活動のすべてを表すものではありません。また、テストで測ることができる学力とは、子どもが身につけている資質・能力のうちの一部でしかないことを踏まえてご覧ください。
また、返却した個人票には、個人の全体の結果と設問ごとの結果が掲載されています。個々の学力課題を把握し、これからの学習に取り組む参考資料としてぜひ活用してもらいたいと思います。以下に国語、数学の結果概要と生活習慣等調査の結果概要を載せました。
　実施日：令和７年（2025年）４月１７日（木）

　
科目等：● 国語　　● 数学　　● 理科　　● 生活習慣や学習環境等に関する調査

●教科（国語・数学・理科）の正答率と、各教科に対する意識調査の結果
四中の平均正答率は、国語・数学については大阪府及び全国平均の正答率を上回る結果となり、理科については大阪府及び全国平均の正答率をやや下回る結果となりました。
国語の勉強は得意か、好きか、授業の内容はよくわかるかという問いについては、8割を超える生徒が授業の内容はわかると答えながらも、国語という教科に苦手意識のある生徒が大阪府及び全国よりと多いという状況です。
国語の授業で学んだことは、将来、社会に出たときに役立つと思うかという質問に対して、「あてはまる」、あるいは「どちらかといえばあてはまる」と回答した生徒は8割を超えるものの、「当てはまる」と回答した割合は、大阪府及び全国平均の2割近く下回る結果となりました。
数学の勉強は得意か、好きか、授業の内容はよくわかるかという問いについては、4割強が得意、6割近くが好き、8割を超える生徒が授業の内容はよくわかると回答しており、好き、授業の内容がよくわかる、の割合は、大阪府及び全国平均を超えています。
数学の授業でどのように考えたのかについて説明する活動をよく行っているかという質問に対して、「あてはまる」あるいは「どちらかといえばあてはまる」と回答した生徒の割合が、大阪府及び全国平均より下回っているので、授業で問題を解くだけでなく、解き方や考え方を説明したり交流したりする活動を入れる必要があります。
理科の勉強は得意か、好きか、授業の内容はよくわかるかという問いについては、得意であるや、授業の内容はよくわかるかという回答が、大阪府及び全国平均より上回っているものの、好きかという質問については、大阪府と同じくらいで全国平均よりは少し下回っています。
理科の授業で学んだ知識・考え方を活用したり、自然の中や日常生活で疑問などを見出したりしているかという学習した内容を発展させていくことについては、大阪府及び全国平均よりやや下回っています。
このことは、理科の授業で、観察や実験をよく行っているか、自分の予想や仮説を基に観察や実験の計画を立てているか、観察や実験をするなかで学びが深まったり、新たに調べたいことが見つかったりしたかということについての回答が、大阪府及び全国平均に比べて下回っていることから、そうした活動が不足しているのか、あるいは実際やっていても生徒への意識づけが弱いのかもしれないことが結果に表れており、今後の授業改善の余地があります。
●生活習慣や学習環境等に関する調査
　この調査は、生活習慣、自分自身のこと、家庭学習についてなど多岐にわたる設問が用意されています。
四中生の結果について、大阪府及び全国平均と、昨年度の四中生と比較して、特徴のある項目を取り上げます。
※（ ）の番号は設問番号
※【　】内の共通は、四中としての共通した傾向がみられるもの
【　】内の比較は、昨年度の四中の結果と比較し異なっているもの

◇　基本的生活習慣についての設問　　　
（1）朝食を食べているか【cf.2024比較(1)】
・「朝食を毎日食べている生徒」は71％であり、大阪府・全国と比べ低く、昨年度の四中生と比較しても7ポイントほど低く、「どちらかといえば食べている」を合わせても85％である。
◇　自己肯定感・有用感やいじめに対する認識等についての設問
（5）自分にはよい所があると思うか【cf.2024比較(9)】
・この質問に対して、肯定的な回答をした生徒の割合は８割強で、この数値は大阪府、全国に比べほぼ同じ。昨年度の四中生と比較しても約10ポイント高い。
（6）先生は、あなたの良い所を認めてくれていると思うか【cf.2024も共通(19)】
・この質問に対して、肯定的な回答をした生徒の割合は８割強で、この数値は大阪府、全国に比べほぼ同じ。昨年度の四中生と比較して約10ポイント高い。
（9）いじめは、どんなことがあってもいけないことだと思うか【cf.2024も共通(13)】
　・この質問に対して、肯定的な回答をした生徒の割合は9割強で、この数値は大阪府、全国に比べほぼ同じ。しかしながら、積極的に肯定的な回答「どんなことがあってもいけないことだと思う」とした割合が大阪府、全国に比べて低いのは四中の特徴である。

（12）学校に行くのは楽しいと思うか【cf.2024比較(16)】

　・これらの質問に対して、肯定的な回答をした生徒の割合が大阪府や全国に比べて低い。
　　学校を楽しいと感じない数値は、四中だけでなく、大阪府も全国的にも増えている。
（14）友達関係に満足しているか【cf.2024も共通(18)】
　・昨年度よりも数値的には改善がみられるが、積極的に肯定的な回答「満足している」とした割合が大阪府、全国に比べて低いのは四中の特徴である。
◇　家庭における学習状況についての設問
（17）平日に塾なども含めてどのくらい勉強しているか。【cf.2024比較 (21)】
　・1時間未満の割合が昨年度よりも増え4割を超えており、大阪府、全国に比べて低い。
（21）一日当たり授業以外で漫画や雑誌を除いてどれくらいの時間、読書をするか
　・大阪府、全国に比べて「全くしない」の割合はもっとも低いものの、それでも約35％が「全くしない」と回答している。朝読だけでも書物に親しむ時間を大切にしたい。
（22）あなたの家には、雑誌、新聞、教科書以外でどれくらいの本があるか
　・大阪府、全国、昨年度と比較しても、身近に本のある家庭が多いことがわかる。
（24）読書は好きか。
・大阪府、全国と比較しても肯定的な回答が多く、また積極的に肯定的な回答「本が好きである」とした割合が大阪府、全国と比較しても10％以上高い。
